
学校番号 ３００４ 

令和２年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編 数学Ⅱ (第一学習社) 

副教材等 ネオパル 数学Ⅱ NEW (第一学習社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業中は「課題（例題等）を理解する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返

ってよりよい解決を考える」といった一連の流れがあります。しっかりと説明を聞き、考えましょ

う。 

・問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。答えのみを記入するのではなく、途中式や考え方

を書くことが大切です。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつま

ずいたかを知るための大切なものです。 

・定期考査前には、学習した内容をしっかりと復習してください。 

 

２ 学習の到達目標 

数学Ⅱの内容を理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し表現する能力

を養うとともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b: 数学的な見方や考え方 c: 数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

式と証明、複素数と方

程式、図形と方程式、

及び微分と積分におけ

る論理や体系に関心を

もつとともに、数学の

よさを認識し、それら

を事象の考察に積極的

に活用して数学的論拠

に基づいて判断しよう

とする。 

式と証明、複素数と方

程式、図形と方程式、

及び微分と積分におけ

る事象を数学的に考察

し表現したり、思考の

過程を振り返り多面

的・発展的に考えたり

することなどを通し

て、数学的な見方や考

え方を身につけてい

る。 

式と証明、複素数と方

程式、図形と方程式、

及び微分と積分にお

いて、事象を数学的に

表現・処理する仕方や

推論の方法などの技

能を身につけている。 

式と証明、複素数と方

程式、図形と方程式、

及び微分と積分にお

ける基本的な概念、原

理・法則などを体系的

に理解し、基礎的な知

識を身につけている。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

整
式
の
乗
法
・除
法
と

分
数
式 

整式の乗法・因数分解   ○ ○ a 多項式や方程式、式と証明に

関心をもち、それらの有用性

を認識し、それらを事象の考

察に活用しようとしている。 

b 整式や方程式、式と証明を用

いて事象を考察し表現した

り、その過程を振り返ったり

することなどを通して数学

的な見方や考え方を身につ

けつけている。 

c 整式や方程式、式と証明を用

いて、整式や、方程式の解を

求めたり式を証明したりす

ることができる。 

d 整式や方程式、式と証明にお

ける基本的な概念を理解し、

知識を身につけている。 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確

認 

・課題プリ

ント 

・小テスト 

・定期考査 

 

整式の除法   ○ ○ 

分数式とその計算   ○ ○ 

２
次
方
程
式 

複素数とその演算  ○  ○ 

解の公式 ○  ○  

高
次
方
程
式 

因数定理 ○  ○  

簡単な高次方程式  ○ ○  

式
と
証
明 

恒等式  ○ ○ ○ 

不等式の証明  ○ ○ ○ 

２
学
期 

点
と
直
線 

２点間の距離  ○ ○  a 図形を数や式で表すことに

関心をもつとともに、それら

の有用性を認識し、事象の考

察に活用しようとしている。 

b 図形を数や式を用いて考察

し表現したり、思考の過程を

振り返ったりすることなど

を通して、図形に関する数学

的な見方や考え方を身につ

けている。 

c 図形を方程式を用いて表

現・処理することができる。 

d 図形と方程式の関係を理解

し、基礎的な知識を身につけ

ている。 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確

認 

・課題プリ

ント 

・小テスト 

・定期考査 

 

内分点・外分点   ○ ○ 

直線の方程式 ○   ○ 

２直線の関係  ○ ○ ○ 

円 円の方程式   ○ ○ 

円と直線 ○ ○ ○  

３
学
期 

微
分
係
数
と

導
関
数 

微分係数 ○ ○ ○ ○ a 微分法や積分法に関心をも

つとともに、微分法を用いて

関数の値の変化を調べたり、

積分法を用いて数量を求め

たりすることの有用性を認

識し、事象の考察に活用しよ

うとしている。 

b 事象を微分法や積分法を用

いて考察し表現したり、その

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確

認 

・課題プリ

ント 

・小テスト 

・定期考査 

 

導関数   ○ ○ 

導
関
数
の
応
用 

接線   ○ ○ 

関数の増大と極大・極小 ○  ○ ○ 

関数の最大・最小  ○ ○  



方程式・不等式への応用  ○ ○  過程を振り返ったりするこ

とを通して、数学的な見方や

考え方を身につけている。 

c 微分法を用いて関数の値の

変化を調べたり、積分法を

用いて数量を求めたりする

ことができる。 

d 微分法や積分法の基本的な

概念、原理・法則などを理解

し、知識を身につけている。 

積
分 

不定積分   ○ ○ 

定積分  ○ ○ ○ 

定積分と面積 ○ ○ ○ ○ 

 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

            ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 


